
地

球

純
十
三
番

節

7
舵

佐

賀

膳

の

地

理

-

特に人
口
だ
地
筒
に
就

い
て

-

小

箇

･lJ.I.i

地
理
撃
の
礎
連
は
地
誌
研
究
の
進
歩
に
待
つ
こ
.tJ
が

明
ら
か
.J･J
L･.
つ
た
｡
地
理
撃
の
職
能
は
地
表
の
,渚
覇
象

を
､
地
域
に
よ
っ
て
配
列
説
明
す
る
こ
E
に
存
す
る
｡

本
邦
に
は
兼
だ
p
地
方
の
地
排
撃
的
説
明
を
試
み
た
も

の
は
極
め
て
少
-
七
両
も
日
本
各
地
域
に
瓦
っ
て
ゐ
る

も
の
は
な
い
｡
全
地
域
即
ち
日
本
を
準
位
だ
し
た
評
価

筏
地
排
撃
的
研
究
に
は
.
各
地
方
の
地
域
的
研
究
を
可

及
的
詳
細
に
す
る
こ
だ
が
'
先
決
閃
唱
で
あ
る
為
で
あ

ら
,つ

0
此
の
意
味
で
､
佐
賀
地
方
の
研
究
を
飴
め
た
が
'
末

だ研
究
の
方
向
さ
へ
も
明
ら
か
に
す
る
こ
E
は
出
来
な

い

｡黙
し
､
地
方
研
究
は
同
好
の
.徒
の
協
力
に
よ
っ
て

遂
行
さ
れ
る
も
の
ど
思
考
す
る
が
故
に
､
蒐
基
し
た
資

料
の

一
部
を
報
骨
し
て
p
諸
先
非
の
御
指
導
を
仰
ぎ
進

路
の

l
鬼
塚
.!J
し
た
い
｡

二
P
人
口
密
度

第

一
閲
は
佐
賀
順
市
町
村
別
人
口
密
度
分
布
図
で
あ

ち
.
昭
和
元
年
十
二
月
末
日
現
在
の
統
計
を
用
ひ
た
の

は
'
他
の
閲
未
だ
の
組
係
を
考
慮
し
て
便
宜
で
あ
る
ビ

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
最
低
階
を
官
六
十
入
来
補
に
し

た
の
は
督
該
年
度
､
内
地
全
健
の
平
均
密
庇
甘
五
十
九

人
亡
の
比
較
に
便
せ
ん
･fJ
の
試
で
あ
る
｡
第
三
階
二
百

九
十
九
人
迄
は
'
木
曜
平
均
壊
庶
二
育
八
十
人
.1J
近
似

で
あ
っ
て
.
各
帝
町
村
分
布
状
態
の
比
較
,<q･J思
考
し
た

面
積
は
五
寓
介

一
地
形
図
の
岡
上
測
定
を
な
し
.
粟

｡

甜
於
浦
郡
の
大
部
は
繋
盗
地
帯
な
る
為
五
薦
分

1i
地
形

間
を
所
有
せ
ず
p
遺
憾
な
が
ら
二
十
笛
分

一
地
形
閲
に

ょ
っ
化
｡
可
及
的
正
確
を
期
し
た
が
騒
統
計
藩
に
よ
る

而
粘
ビ
五
万
粁
内
外
の
焼
狭
窒
不
塙.
郡
が
あ
っ
た
｡
消



第 間

人 l二Ⅰ密度分布図 (了川判 別) 昭和がlil.二Il末llqi在

政
判
断

の
山

王

岸
附
属
の
島
哩
は
､
誤
差
の
大
な
る
べ

き
を
慮

っ
て
､
嘱
統
計
事
の
島
唄
人
口

を
常
該
各
町
村
か
ら
除
外
し
'
面
積
の

測
定
'
随

っ
て
人
口
密
皮
の
決
定
を
差

し
軽

へ
た
｡
故
に
､
各
町
村
人
口
密
度

の
決
定
に
は
多
少
の
遺
憾
な
方
法
を
含

む
で
あ
ら

う
が
､
地
班
撃
的
研
究
に
は

周
は
多
-

の
慣
借
を
謎
め
得
る
.,J
は
ふ

(託
l
)

人
口
鋸
密
な
地
方
は
､
筑
紫
平
野

一

群
及
唐
津
地
方
.
武
雄
相
見

･
有
E=
陶

工
地

｡
伊
簡
里
池
附
近
等
で
あ
る
｡
其

の
中
､
筑
後
川
下
流
右
岸
地
方
は
殊
に

那
密
で
運
地
相
で
は
九
百
四
十
三
人
を

算
す

る
.
(託
2
､
靴

3
)

脊
振

･:-
地

.1
珊

･兼
松

浦

牛

島

酎

牛

部

･

多良
岳
火
山
裾
野
地
方
は
稀
薄
に

し
て
'
就
中
､
脊
振
相
は
面
積
六
十

一

万
粁
を
越

へ
'
人
口
は
三
千
三
層
人
に

三

五
三



地

拭

!.S
十
三
*

逢
せ
や
､

密
度
五
十
三
人
で
あ
る
｡

誰
1
'

何
砧
の
]SE弟
は
(耶
松
浦
郷
の
小
町
村
数

ケ
私
除
-
佃
は
)

抽
め
て
小
さ
い
と
m
心
ふ
｡
紙
し
各
町
村
別
の
榊
鵬
な
数
字
の

利
鞘
は
指
し
松

(
る
｡

E
a
:..
現

.-..:.I

恕 晦日

囲 I3 t弛 ～
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人 口 構 成

(紙数-I,lJL-ニ付 キ火-1t三十El的三十月-A‖)

節

丁
班

k.fE

玉

川

雛

2
､

石
井
逸
太
郎
は
奈
良
盆
地
腹
材
人
口
飽
和
の
碑
庇
,H

か

盟

1
術
と
L
i
lO
呼
子
相

は
問
桁
の
小
な
る
代
に
測
･41妃
にこ
班

差
が
多

い
か
-
知
れ
な

い
O

謎

3
､

E
方
粁
九
何
人
以
上
の
町
村
は
次
の
細
り
で
か
る
O

仰
溺
Ei
町

〓

'
六
二
七

火
町
村

7
.

T
九
e
)

肪

津

町

川
'
八
五
〇

･q
鵬
町

1
'
〇
二

六

仏

教

i=

四
､
四
空

丁

血
抱
町

九
七
五

小

鳩

町

二
､

I
T
O

迎
地
相

九
川
三

呼

子

利

T
.
二
凹

U

ニ
ー人
口
構
成
附
人
口
動
態

第

1
表
は
大
正
十
四
年
間
勢
調
査
常
時
の
佐
賀
腺
男

女
別
年
齢
別
人
口
構
成
で
あ
る
｡
出
蔑
見
か
ら
九
年
ま

で
は
男
'
同
年
歳
の
女
を
超
過
す
る
も
､
十
五
年
以
上

は
女
多
-
.
二
十
年
よ
-
二
十
四
年
七
四
十
年
よ
-
四

十
四
年
及
び
五
十
年
以
上
に
於
て
殊
に
甚
だ
し
い
｡
此

の
現
象
は
第

一
問
}J
t
近
凍
盛
に
な
-
つ
～
あ
る
源
外

出
移
民
等
を
考
慮
す
れ
ば
'
蔑
分
明
ら
か
･,･J
な
る
で
あ

ら
う
0
(謎
l
t
誰
2
)

次
に
蕃
々
は
人
口
動
態
研
究
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い

堅

嘉

に
よ
っ
て
ー
大
正
四
年
よ
-
昭
刺
元
年
に
至
る
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人 口 動 態

(出生'死亡' 姉蜘)

耶

3

1洲

25

が

LLl

川

5

.α

十
二
ヶ
年
の
住
奥
堀
川
燕

･
死
亡
を
鮎
撒
す
れ
ば
'
人

口
千
に
附
き
､
皿
鎌
に
於
て
は
三
十
三
射
よ
-
三
十
五

弧
迄
漸
次
向
上
し
､
死
亡
も
大
正
七
年
流
行
性
戚
胃
の

場
合
を
除

い
て
も
少
し
-
向
上
し
て
ゐ
る
｡
奴
州し
な
が

ら
､
川
蕪
の
向
上
に
､
死
亡
の
向
上
は
及
ぼ
LJ
い
か
ら

自
然
樹
加
率
は
漸
次
向
上
す
る
傾
向
が
あ
る
｡
蛸
姻
率

は
出
生
死
亡
だ
密
接
な
関
係
あ
る
を
明
示
す
る
偽
に
併

任
兜
牌
S
.地
批

託
し
た
｡

(
託
3
'
耗
4
)

託
1
㌧
人
口
の
多

い
筑
紫
平
野
の
鹿
光
地
は
'
蟹

叫榊

に
よ
っ
て

示
さ
れ
る
棟
に
現
任
人
目
は
不
純
人
E
に
対
し
て

少
く
･
伊

沖
炭

-=
地
方

ほ
本
箱
人
口
よ
り
-
多
-
の
佳
代
が
あ
る
｡
如

し
次
m
地
力
は

1
部
分
で
あ
る
か
ら
金
概
の
人
口
構
成
,1
及

ば
ず
こ
と
に
小
さ
い
.

靴
2
､
昭
和
元
年
に
於

い
て
､
女
T小
甘
と
す
れ
ば
男
は
不
純
人
口

に
於

い
て

T
O
O
こ

こ
'
現
任
人
口
に
放
て
九
七
･〇
川
で

あ
る
0
叉
現

任
人
目
の
趨
勢
は
攻
の
如
-
で
あ
る
｡

明
治
凹
十
川
%

iハ
八
六
'
〇
八
二
人

火

LB

五

咋

七
〇
五
､

五
八
九

咋

六

八
五
､
二
八
四

昭

和

元

坤

六
七
七
､
二
七
〇

瓢
3
'
職
絶
好
凡此
奴
の
岬
に
は
桝
的
碑
'
日
比
北
ハ
に
向
上
し
た
｡

紙
感
に
よ
っ
て
多
-
死
亡
L
i1
線

,1
姉
射
碑
は
向
上
し
'
縫

っ
て
川
北
-
･柵
加
L
LI
｡

誰
4
'

;

人

称

約

人

〓
(

大

蛇

十
舛
)

A
､
他

山

二
凹
四
､
聖

ハ
0

1E
､
脱
内
仙
珊
町
制
七

九
'
四

一
二
)

即
･S耐

五
､
九
六

l

朝
鮮

f
三
㌧
六
七
六

叶
槻

五
'
凹
0

7

院
外
(閥

内
)
共
の
他

7
四
〇
､

O
T
O

B
､
入
宥
恕

7
二
七
､
捌
九

八

慧

五
五
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(町村別) (昭利元31･:十二月末 日 数字火1-E十咋末)

巽

五
六

三､現
任
人
口
と

本
籍
人
口

以
上
の
人
口
状
態
を
.
今
少
し
-

明
瞭
に
す
る
為
に
第
二
閲
を
作
成
し

た
｡
昭
和
元
年
発
現
佳
人
口
六
十
七

商
七
千
二
田
八
十
人
に
勤
し
､
本
籍

人
口
は
八
十
凹
常
冒
七
十
三
人
で
あ

る
｡
即
ち
本
鈷
人
口
の
八
十
%
五
九

が
現
任
人
口
で
あ
る
.

最
も
多
い
の
は
東
松
浦
郡
北
波
多

相
の
二
軍

一十
三
%
及
び
､
杵
島
郡

大
町
村
の
二
甘
四
十
五
%
で
あ
る
.

前
者
は
相
知
村
だ
共
に
唐
津
放
出
の

相
知
､
芳
谷
炭
枕
の
所
在
地
で
ゐ
-

後
者
は
杵
島
雛
三
抗
の
稼
業
地
で
あ

る
殊
に
大

町
村
は
近
年
人
口
の
槍
加

著
し
-
､
炭
坑
見
気
を
物
語
る
も
の

だ
皿
は
れ
る
｡
此
の
夏
か
ら
杵
島
第



四
坑
も
開
坑
さ
れ
､
昨
年
東
伯
漉
朗
か
ら
昇
格
し
た
大

町
曙
は
北
方
輝
の
繁
昌
を
完
教
に
密
は
ん
と
し
て
ゐ
る

次
に
現
住
人
口
竹
野
以
上
の
町
村
を
列
記
し
て
置
-
C

1
'
火

町

村

2
､
北

淡

多
相

3
'
店

沖

村

4
'
州

知

村

5
'
腰

木

村

6
､
北

分

利

7
'
鳥

栖

町

8
､
･.%

9
'
北

多

久
村

10
､
位

芯

材

11
'
大

坪

柑

12
'
六

内

村

13
､
･.田

崎

町

14
'
境

野

村

l.い
ヽ
.･l

卜HH

L･リ

1

JJ｣

し‥引

･井
リ

16
'
七

山

利

17
'
四
川
代
村

四
l

耕

′β
q
/

二
四
五

･
:rriJ

二
二
三
｡九

一
八
八
｡
七

7
<
0
･
<

7
七
〇
･
九

7
光
八
エ
ハ

7
二

叫
･九

7
二
〇
｡九

1
1
七
｡
八

7
7
七
･
五

7
T
六
･
九

7
〓

;･■
九

7
〇
九
｡
八

7
〇
六
･〇

1
O
pq
｡
九

7
〇
二
･
五

7
0
二
四地

氷
枕
地

…次
坑
地

裁
坑
地
･敬
易
帖

=.次
坑
地

=-ぺ
椛
地

炭
坑
地

餓
泣
嬰
地
｡
工
業
地

村
村
門
前
町

淡
坑
地

肪
沖
村
就
航
ふ
丸
易
継
に
接
妃
す

伊
拙
さ-1
町
松
鮒
村

前
述
の
人
口
状
態
に
､
農
業
地
理
的
方
面
よ
-
の

1

考
察
を
附
加
す
る
で
あ
ら
う
｡
筋
三
未
は
明
治
T
T
ii四
十
二

年
か
ら
大
正
九
年
迄
の
状
態
で
あ
る
｡
古
き
統
計
を

邦

ひ
た
の
は
比
較
的
に
精
確
.;J
恩
は
れ
'
次
に
示
す
幾

多

姉
三
表

耕
地
(
刑
畑
)所
有

ノ
班
狭

ニ
ョ
-

憧
別

シ
タ
ル
戸
数

(螺
=B
や
･%;::空

･jt

?

叩

咽

3.ib
q
三

年

J
.と
l凡

甲

吋七九

…次
輔
地

i/JT_
jL'i

煤
LT)

刈L

A;Fl.T_

の
統
計
ど
の
比
較
研
究

の促
を
E
･3
っ
た
｡
叉
p
少
-
ど

も
是
の
如
き
傾
向
は
現

我
も
認
め
程
る
ビ
信
や
る
に
も

よ

る

0
託
1

五

反
未
満
の
所
有
戸
数
は
十
二
ケ
年
間
に
二

二
十
六

･%

か
ら
四
十
七
解
餌
ち
二
什堕
二
千
二
軍

二
十
二
月
か
ら

悪

五
七



地

球

第
十

三
啓

三
寓
二
千
九
百
九
十

一
月
に
激
増
L
P
五
反
以
上

一
町

未
満
の
所
有
月
数
は
同
じ
-
'
三
十
六
%
か
ら
三
十
%

に
､

一
町
以
上
三
町
未
浦
は
三
十

一
%
か
ら
十
八
%
に

減
じ
た
､
三
町
以
上
五
町
未
満
に
あ
つ
て
は
三
千
三
百

六
十
七
月
か
ら
二
千
三
宮
四
十
二
月
に
､
十
町
以
上
五

十
町
未
溝
は
四
百
七
十
七
月
か
ら
二
督
八
十
八
戸
.に
激

減
し
て
ゐ
る
｡
五
十
町
以
上
は
四
十
四
月
か
ら
三
十
四

11
に
減
じ
た
る
如
き
も
､
大
軍

光
年
に
は
二
十
凹
月
に

二
年
に
は
二
十
三
月
に
減
じ
､

其

の

後

漸
次

糟

加

し

っ

節

1
班

究

五
八

ゝ
あ
る
も
の
ゝ
如
-
で
あ
る
｡

第
四
求
は
新
地
耕
作
面
積
の
庚
狭
に
よ
る
統
計
で
あ

る
｡
月
数
組
数
は
約
二
千
六
官
.31
を
減
じ
'
茄
反
発
溝

及
三
町
以
上
殊
に
五
町
以
上
の
一耕
作
月
数
は
激
減
聖
ホ

L
t
五
反
以
上
二
町
前
後
の
耕
作
月
数
が
増
加
す
る
如

き
傾
向
が
雁
蝕
だ
し
て
ゐ
る
｡

純

l
t
腺
統
計
糊
旗
に
は
土
地
の
娘
俳
の
弘
行
か
常
･1.JL
す
る
が
如

き
記
邸
が
あ
る
｡
静
々
の
見
仰
hi,以
て
す
れ
ば
今
俄
に
師
乾

し
柑
な
い
の
一世
迫
憾
-J
す
る
｡

節 四 表

新作 ス/V耕地(田畑 )ノ厩桃
- ヨ リ閲 別 シタ .W農家月数

解

放

五
反
未
満

式
戊
以
上

7
町
以
上

二
町
以
上

三
町
以
上

五
町
以
上

計

明

治

川

十

二

年

別
納
川
十

三
舛

明
約
凹
十
川
年

火

花

元

年

大

証
'
二

)+

火

正

三

年

火

正

四

咋

大

正

五

dF

<

滋

･I(

%

大

正

七

年

火

拡

八

年

大

正

九
咋

孟
'
実
口
月

孟
～
芝
脚

71i
.竺
六

二二'九
八
六

三
'
二
八
]

二
1:1'
蒜
]

三
'
宗
鑑

二
二
'
究
1

二
､
堅
.i

三
三
C六

三
'登
(

三
'
八
C)掘

ニ
脚
'八
望
月

I:四
㌧七
七

一‥F;'t
m
N
七

宗
'
八
〇
(

エ
バ
'八
山二

云
'
吾
0

7.;ハt
Jr
L九

孟
'
宍
七

宗
'九
九
.汰

志
'
蓑
田

菜

､
忘
れ

二
相
へ
凹
l七

三
､
九
竜
1

.tr
八
先
戸

三
'突
三

現
.
八
志

1四
'空
]]1

E
､
八
f
T1

蒜
､八
志

田
'
義
一

ri
t七
笠

田
'
五
六

品
.八
雲

四
､
ニ
0
;((

蒜
'
四
竜

三
'丸
ま

7川
'宍
川

田
､
ヨ
八

二
ハ､
八
八
七

叩
､
驚
1d

〓
ハヘル
完

四
'
至
七

二
ハ､八
苦

三
'畜
荘

二
';
九
八〇

四
'0
?
一

7.
究
七
戸

1
1j
l･::

山
'
二
二
セ

f
･:‥Zi

4
...,7

1'
O
T.ニ

1'
岩
心

I.
0
八
八

Jt
Cセ
八

I.
0
(
E

九
全

て
二
三

====｢言岩

毒 宍 究 ･望 .S 宝 告 -_tj宝 金 空 重
戸



第 三 旧

遵家一声皆川 1地分布 (町 村 別)

五

､

耕

地

(
二
)

第
三
表

｡
第
四
表
の
現
象
を
､
正
確
に

説
織
せ
ん
41J
す
る
な
ら
ば
'
皆
無
鹿
家

1

月
皆
-
耕
地
面
積
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

ら
^
フ
0

第

三
間
は
大
正
九
年
に
お
け
る
揮
町
村

別
=:涜
家

一
月
普
-
田
地
分
布
で
あ
る
〇
五

反
を
階
級
固
別
の
薮

に
用
ひ
た
の
は
異
論

は
な
い
ご
恩
ふ
〇
八
反
は
佐
賀
願
全
部
の

平
均
七
段
九
助
に
近
-
'
又
'
自
作
農
考

察
の
参
考
ビ
L･i
る
で
あ
ら
う

｡
#:
1

一
月
皆
-
甫
積
の
串
も
購
い
の
は
筑
紫

平
野
で
､
就
中
小
城
郡
牛
津
町
は
二
町
田

畝
に
及
び
も
郡
平
均
で
は
佐
賀
郡

の
1
町

一
段
五
畝
で
あ
る
0
最
も
狭
い
の

は
東
松

浦
牛
島
の
.尖
端
の
源
捺
町
村
及
び
多
良
岳

火
山
裾
野

完
W
で
､
中
に
も
東
松
浦
郡
呼

子
相
は

1
段
歩
に
過
ぎ
な
い
｡
耗
2

第

1
問
ビ
比
較
研
究
す
る
な
ら
ば
'
多

完

五

九



第 四 固

:r'･ ･,

(=)

節
十
三
懸

節

1
班

a侶 澗 ∈
∫

- --▲..

∫

･::=護 ..,l._一､一__
∴

自作地 小 作地 h/割飢 F｡ (町 村 別)

3.'

〇

六
〇

く
の
典
味
あ
る
事
項
を
抽
き
出
し
得
る
で

あ
ら
う
｡
其
の
坤
iこ
は
地
排
撃
的
研
究
資

料
だ
し
て
必
婁
な
も
の
も
あ
る
が
'
詳
姉

な
る
考
察
は
差
し
控

へ
る
｡

討
1
､
･*
均

し
て

仲
村

川
北
八
段
と
な
る
如
き
麟

村

は
自
作
放
階
級
の
多

い
腔
村
と
見
て
よ
い

と
凪
ふ
O
大
地
主
の
め
る
村

は
特
別
で
あ

る

が
｡

管

､

呼

千
村
は
池
巣
に
よ
っ
芸

所
す
る
斎
多

く
･
中
=3
年
弧
も
多

い
｡
故
に
凹
地
が
叔
･J

少
い

か

ら
と

い
っ
て
也
満
が
日.管

凶
雛
で
あ

る
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
〇

六
ー耕

地
(
≡

)

節
四
国
は
耕
地
-
田
地
の
み
に
よ
っ
た

-
線

面

積

に
封
す
る
自
作
地
-
田

地
-
の

育
分
比
を
町
村
別
に
示
し
た
分

布
閲
で
あ

る
U
大
正
九
年
の
統
計
で
あ
る
｡
第
三
衷

第
幽囚
表
､
壁

二
園
だ
の
此
較
研
究
に
ょ
っ

て
､
竺

ハ
間
を
訟
明
し
､
約
七
岡
考
察
の

方
法
の

一
つ
だ
な
る
で
あ
ら
う
｡



日
作
地
が
総
面
積

の五
十
%
に
蓮
し
な
い
地
方
は
三

養
基
郡
東
部
､
佐
賀

､小
城
桐
郡
南
部
､
多
良
岳
火
山

裾
野
及
び
杵
島
郡
中
部
を
主
要
な
も
の
だ
す
る
.
町
村

に
就
い
て
あ
ぐ
れ
ば
､
三
養
基
郡
山
代
村
の
十
五
%
基

山
村
の
二
十
七
%
及
び
p
藤
津
郡
潰
町
の
十
九
%
へ
多

節

五

表

題
年
小
作

や
自
作
山田
反
別

良
材
の
二
十

一
頭
が
最
も
小
な
る
も
の
で
あ
る
｡

托
1

脊
振
出
地

完
仰
及
び
米
粉
浦
牛
島
地
方
は
概
ね
五
十

9･5以
上
に
蓬
す
る
こ
～J
は
注
目
す

べ
き
事
項
で
あ
ら
-

山
地
ビ
云
ふ
特
別
な
地
理
的
環
境
に
育
成
さ
れ
た
住
民

は
筑
紫
平
野
だ
異
な
る
敢
愈
状
態
を
建
設
し
､
此
の
如

き
異
な
る
社
食
は
現
代
文
化
の
潮
流
に

年

数

明
治

四

十
判I.I

明
約
四
十

7
年

明
治
川
十
二
叩

明
約
凹
十
三
神

明
椅
四
十
凹
佃
･

肌
満
州
十
五
叩

火

正

二

坤

火

正

三

咋

大

正

四

咋

大

正

五

咋

大

正

六

咋

大

正

七

小

火

正

八

咋

大

正

九

咋

火

1-二

十

..+

目
地

紙

両

紙
反

苔
､
3'.lSTi､四

苦
､曽
13,.､(

き
､苫
田
t
n

芸
'八
台
'
1

空
､
1心ニ
r九

空
'≡
jLI(
也

空
､望
二
三

空
'讃
六
㌧
四

空
'
ニ
〓
占.
四

空
.四
〇
1三

竺
'
雷
0
'八

竺
'究
八
㌧八

誠
ニ
'八
.i.'17'
1

警
'奈
八
.九

要
.
l
九
g;P蜘

･E
作
反
別

町

民

六
､
萎
.1']三.

天
'芳
心
'瓦

天
､ニ
望
､四

義
'宍
三
､
正

二
八
㌧
言
15
'七

宝
'八
重
'八

云
'八
天
､

山ハ

云
'
山室
'/
三

夫
､詩
心
､七

天
.究
三
､
1

天
'
蔓
元
'
前

夫
'宗
r
七

二
(
.‥)
)u
t
t

天
､
l完
､
一

天
'
ニ
ハu'八

小
作
反
別

戊

三
㌧
四
望
二

二
二
､
弄
う
三

三
'
露
ニ
'7

..rl]1'
岩
山〃､3..1

三
㌧O
l元
pニ

ニ
t.TL.吉

!Ll.I.九

三
三
ハ一三
､セ

ニ
三
'
空
0
､
1

三
'宍
Td
.嶺

蓋
'八
宍
'
ニ

二川
､
二.i･1,;.
..･一

志
､
望
二
､
1

ニ
5it八
充
'0

二
回
.八
売
'八

志
へ0
議
'六

倣

封
雌

の
粕

淵

封
し
て
異
な
る
反
臆
を
未
は
し
も
種
々

雑
多
の
相
反
す
る
が
如
き
配
骨

を
生
長

せ
し
め
つ
ゝ
あ
る
ら
し
い
0

姉
五
菜
は
第
四
閲
の
状
況
を
歴
史
的

に
衷
現
し
柁
も
の
で
あ
る
｡
十
韮
年
間

に
於
い
て
､
田
地
紙
面
積
は
二
千
玉
官

八
十

一
町
歩
増
加
し
､
小
作
地
は
二
千

五
官
九
十
二
町
五
段
歩
樹
加
し
た
｡
換

言
す
れ
ば
'
絶
面
積
は
五
%
の
槍
加
を

な
し
た
が
'
自
作
地
は
十

.1
町
五
段
歩

を
減
少
し
た
｡
靴
2

託
1
､
布
川町
は
目地
は
小
作
地
七
町
八
反

れ
る
の

み
に
し

て･r
作
地
祇
L
O
仰
偶
M
X

町
は
川
地
な
し
C

3.'
1

叫ハ
T



地

球

節
十
三
怨

詐
2
､
昭
利
]
布

佐
教
螺
統
計
脚
妨
'1
よ
れ
ば
近
中
の
傾
向
船
難

汎
的
に
記
述
し
て
あ
る
O
勿
論
絃
統
計
.1
は
耕
地
全
部

(
州
な

ど
私
含
め
て
)
な
考
察
し
て
あ
る
が
｡

七
t

耕

地

(
四
)

前
述
す
る
所
に
よ
っ
て
､
新
地
糖
に
田
地
に
於
け
る

概
観
的
の
観
察
を
な
し
た
が
､
荷
二
つ
の
却
項
を
附
託

す
る
で
あ
ら
-
｡

1
つ
は
新
地
の
利
州
状
態
の
別
懇
で

節
六

表

耕
地

利
用
状
態

(峨
郡
元
中
空

t
怒.,も
r

爪
E｡'即

神
崎
卑

I.香

港

砕

小

城

坪

丸
的
柵坤

肋
独
岬
印

叫

満
山印

穐
坤
Aq
FL
.

節

【
髄

至

六
二

め
-
p
他
の

1
つ
は
耕
地
膝
眼
の
可
能
地
の
研
究
で
あ

る
0第

六
表
は
昭
和
元
年
度
に
於
け
る
凹
地
の
利
用
状
態

で
あ
る
｡
此
の
百
分
此
算
出
に
替

っ
て
は
､
桑
｡茶
･基

樹
の
作
付
地
十
TLS-町
飴
及
び
不
作
甘
地
七
十

一
町
飴
､

計
八
十
七
町
歩
を
除
外
し
て
あ
る
｡

政
も
よ
-
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
三
養
基
郡
の
九
十

璽
一
で
.
教
も
少
い
の
は
兼
放
浦
郡
の
四
十
五
%
九
で

あ
る
｡
牒
盆
悦
の
平
均
は
六
十

山
%
で
あ
る
｡

八
､

有
明
海
の
干
拓
事
業

筑
紫
平
野
は
脊
振
山

地
か
ら
階
級
断
層
に
よ
っ
て
界

さ
れ
る
こ
と
は

一
般
に
静
め
ら
る
～
様
で
あ
る
.
筑
後

川
及
び
其
の
支
流
の
運
搬

･
堆
精
作
用
は
進
行
著
し
-

土
地
の
隆
起
作
用
も
進
み
つ
ゝ
あ
る
潜
の
如
-
考
察
せ

ら
る
～
｡
此
の
現
象
は
二

一執
分

1
地
形
図
中
原
間
隔

の
懲
綾
部
川
扇
状
地

｡
綾
部
川
の
遷
移
湖
-
綬
急
鮎
-

同
じ
-
鳥
栖
同
幅
に
於
け
る
鳥
栖
輝
近
-
で
深
さ
問
､

立
米
の
小
谷
を
形
成
す
る
小
銃
の
侵
蝕
形
'
甘
木
間
隔

の
簡
閲
隅
太
刀
洗
の
小
銃
の
侵
蝕
谷
等
に
よ
っ
て
も
賓



地
阻
察
を
す
れ
ば
'
容
易
に
､
侵
蝕
の
復
活
或
は
進
吾

形
を
認
め
程
る
｡

河
川
堆
積
作
用
ビ
土
地
の
隆
起
作
用
ビ
は
相
伴
っ
て

或
は
畢
燭
に
､
涌
岡
螺
大
牟
日
用
附
淀
か
ら
佐
賀
牒
多

良
岳
山
硬
ま
で
の
有
明
海
北
岸

完
W
に
戯
大
な
る
干
潟

を
形
成
L
p
干
拓
事
業
の
遊
行
を
容
易
し
､
牝
掘
養
殖

場
を
も
供
給
L
克
｡
託
1

第
京
間
は
佐
製
版
管
内
に
於
け
る
干
拓
事
業
の
工
事

進
行
地
､
見
込
地
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
｡
佐
賀
順
統
計
固
基
姉
二
十
二

有明ノ干拓事業 (鯨糾隈域 ハエか ト)

仕

れ
螺
の

叫
5
.

間
､
有
明
梅
の

干

拓

事

業
の
項
に

『
本
膳
下

ノ
有
明
梅

エ
バ
一
四
､
四

〇
〇
町
歩

ノ
疏
大
ナ
ル
干
潟
ヲ
有

シ

‥
‥
‥
日
下
工
事
中

ノ
モ
ノ
二

八
七

六
町
歩
ア

リ
､
又
干
拓
見
込
ア
ル
モ

ノ
三
千
町
歩

ノ
多
キ

ニ
-
-
･昭
和
三

年
度

ヨ
-
八

ケ
年
間

ノ
般
総
事
業
ト

シ
テ
工
事
費
五
官
飴
苗
圃
ヲ
投
ジ
ー

棟
賛
干
拓
覇
業
ヲ
-
賓
行

ス
ル
ノ
計

喜
ナ
-
』
詐
2

同

形

グ

ラ
フ
は
堀
内
耕
地
横
取
見

込
で
あ
る
｡
統
計
閲
基
に

『耕
地
偵

脹
見
込

二

一
七
.
九
三
六
町

ニ
シ
テ

現
在
耕
地

ノ
約
三
割
八
分
ヲ
槍
加

･b

六
三

六

三



地

球

約
十
三
怨

節

7
雄

/
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神
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′ト作挙証件数地理的分布

(EJ大正七年訓告利三年) (FT本数串 ハ昭利三年度)

i
(
川

1rf.川

村

ル
克

込

ア
-
』

1̂J
O
記
事
箇
…恥

な

る
馬

に
正
確
な
る
推
論
を
な
し

碍
ざ
る
を
遺
憾
だ
す
る
｡

託

l
､
批
川

｡
菊
池
川
の
河
口
附
虻
.

長
崎
粘
紋
早

町
附
妃
の
干
拓
寄
集
は

竹
略
す
る
O

計
2
､
｢
僻
僚
lt
抑
非
難
チ
し
の
七
串
に

純
薪
の
附
記
で
あ
る
｡

九
､小
作

争

議

人
口
密
度
'
田
地
の
所
有

｡
耕

作

｡
利
用
状
態
及
び
横
根
見
込
等

を
考
察
し
た
常
々
は
､
必
然
的
に

耕
地
使
用
に
関
し
て
鐘
や
る
社
食

問
題
だ
し
て
p
第
六
園
か･J作
成
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡
小
作
争
議

は
申
請
の
直
接
低
件
及
び
方
法
等

は
典
な
る
と
す
る
も
り
最
近
の
特

別
視
象
で
は
な
い
番
を
承
知
す
る

そ
れ
ビ
同
時
に
'
地
理
的
環
境
の



触
ら
し
む
る
こ
と
の
大
な
る
こ
ど
も
考
察
し
得
る
で
あ

ら
,)
0

政
も
多
-
教
鐘
し
た
三
養
基
郡
は
十

一
ケ
年
間
に
八

十
八
回
に
及
ん
で
ゐ
る
｡
次
は
藤
津
郡
の
十

.i
回
で
あ

る
｡
日
本
数
学
で
附
記
し
た
昭
和
三
年
度
の
件
数
を
除

い
て
考

へ
る
な
ら
ば
'
荷

一
層
'

一
地
方
に
集
中
す
る

こ
と
を
見
出
す
で
あ
ら
う
.
#:
1
'
靴
2

前
述
せ
る
朋
'
殊
に
第
三
表
｡第
三
間
｡欝
四
聞
亡
の

比
較
考
察
に
よ
っ
て
'
大
憶
の
使
件
は
明
ら
か
.,J
な
る

で
あ
ら
-
｡
併
し
'
此
に
注
意
す

べ
き
は
'
三
養
基
郡

の
申
請
件
数
は
､
小
作
地
が
六
十
%
以
上
に
連
す
る
鳥
.

梢
･琴
･基
旦
･基
山
｡田
代
の

l
町
四
村
に
集
中
す
る
革

質
で
あ

る
｡
最
も
多
き
は
基
山
相
に
し
て
､
本
年
度
も

立
毛
立
入
禁
止
を
な
し
朝
常
紛
擾
し
て
ゐ
る
ら
し
い
｡

基
山
｡田
代
｡遊
里
の
地
は
薦
藩
時
代
に
封
州
完
藩
の
領

地
で
階
級
制
庇
厳
格
を
極
め
'
上
階
級
の
魔
迫
S
大
な

る
地
で
あ
っ
た
･/J
｡
其
の
馬
に
農
民
も
版
弧
き

反
捺
心

を
有
す
る
も
の
で
､
地
主
小
作
人
各
相
下
ら
ず
､
学
識

は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
以
っ
て
行
は
れ
､
小
撃
兄
童
の
ーIfIm

休
｡放
火
事
件
を
も
惹
起
し
た
｡併
し
'
現
在
は
幾
分
鋸

佐
敷

燐
の
地
別

辞
し
た
る
が
如
き
外
硯
を
童

す
る
に
至
っ
た
｡
託
3

託
1
､
昭
利
三
坤

は
桁
熱
病

の
拐
寄
金
煤
下
平
均
九
分
に
禁

,t3
'

北
八の
縞
に
小
作
料
減
砲
s
l巡
軌
が
争
議
と
な
っ
た
｡
和
し
て
虻

水
代
小
作
地
進
退
の
解
読
が
多
-
な
る
相
が
あ
る
｡

託
2
'
大
正
十
三
年
は
邪
論
伸
灘
叔
-
多
く

FF+十
七
仲
に
及
び

地
主
千
二
甘
六
十
八
人
'
小
作
人
二
千
五
官
五
十

L
人
､
何
科

千
五
甘
二
十
五
町
の
多
数
聖
祁
し
た
.

紅
3
'
妊
娠
小
作
骨
の
調
停
に
よ
っ
て
僻
決
す
る
も
の
も
多
-
な

っ
た
が
､
虫
統
帥
の
粍
刻
に
な
る
と
共
に
争
議
代
将

々
伏
刻
に

な
る
で
あ
ら
-
と
忍
ば
れ
る
=
と
が
多

い
｡

十
､

地

理

置

以
上
述

べ
凍
っ
た
事
項
に
.
地
形

･
気
候
等
の
考
査

を
加

へ
て
.
第
七
間
を
作
成
し
た
.
こ
れ
は
作
業
用
考

課
で
あ
っ
て
､
腰
衣
の
研
究
に
よ
っ
て
不
備
を
発
見
す

れ
ば
点
も
速
や
か
に
改
正
す
る
で
あ
ら
う
｡
許
1

1
､
脊
振
山
地
置

(A
)

東
は
神
崎
郡

脊
振
相
か
ら
P
四
は
米松
細
部
鍍
相
に
至
る
十
四
ケ
町

村
に
亘
る
地
で
あ
る
O
古
物
で
は
耐
些

事

三
官
九
十
五
和
,J
し
て
他

の
地
院
の
千
七
八
宵
和
に
此
し
て
非
常
に
多
-
､
樹
水
よ
-
収
骨
し
耕

地
は
地
形
の
関
係
に
て
細
め
て
少
-
､
人
日
額
腔
も
宵
六
十
人
私
感
ゆ

る
村
は
僻
例
で
あ
る
.
発
泡
未
だ
不
低
の
舛
多
-
'
生
業
ド
良
林
柴
で

慧

六
五



第 七 同

.lJl､

＼

i.̂T
7
班

宍

六

六

あ
る
.

自
作
凹
地
托
せ
五
十
%

以
上
な
る
は
注

意
す
べ
き
で
あ
ら
う
0

2

'

於

浦

匿

(B
)

小

城
郡
東

多
久

村
｡
朴
島
部
火
町

村
か
ら
西

北
ガ
､
凹
松
州
都
全
部

｡
湘
胎
揃
郡
の
大
部
分

で
あ
る
O
地
形

｡
奴
峡
に
於
い
て
は
相
軸
大
与
,

-
脊
振
山
地
柘

と一
致
す
る
地
も
少
-
な
い
｡

陥
群
は
総
皮
の
粍
差
故
も
少
-
'
耐
虫
千
七
甘

粕
内
外
で
め
る
0
田
地
に
て
水
利
の
不
便
な
餅

あ
る
は
丘
陵
枇
山
地
'
沈
降
梅
梓
地
形
の
地
方

と
し
て
免
れ
な
い
O
石
:.準
鰐
地
と
し
て
比
の
区

制
か
設
け
il
O
柘
粒
に
は
名
縦
良
'
呼
子
等
の

弧

村
J
あ
る
が
紳
介
払
出
け
i1
｡
現
任
人
口
が

本
純
人
口
払
超
池
す
る
町
村
の
大
部
分
は
比
の

院
'1
あ
る
｡

甲
'
松

浦

院

B

乙
､
有
川
沿
路

a

有
EI
町
･布
田
村
｡曲
川
村
の
地
で
あ
る
O

有

E
川
上
流
地
域
に
し
て
､
平
地
狭
-
飽
産
は
少

い
が
陶
工
地
と
し
て

一
肌
恩
形
態
7秒
な
し
て
ゐ

る
9
文
久
元
年
十
二
月
行
ほ
れ
た
駕
佐
教
離
の

土
地
分
飢
餓
の
施
行
に
支
障
在
寂
し
L
:地
で
あ

る
rJ



3

佐

賀

固

(C
)

筑
紫
平
野
の
.米
･

桃

沓
地
区
の
蛸
中
部
で
あ
る
0
節
二
｡
三
樹
及

地
形

気
候
私
考
畑
す
れ
ば
明
瞭
に
祢
鵬
山
地
同
･松
浦
…次
別
院
と
分
れ

る

｡

耐
虫
は
松
浦
院
と
替
ら
な
い
が
､
.E3
･'g
り
校
弟
は
大
き
-
､
各
月
平
均

の
収
益
に
佐
裂
で
蹄
氏
二
十
三
庇
六
､
柁
封
紙
庇
の
城
詰
に
捕
氏
凹
十

丁
度
で
あ
t{･o
米
中
部
は
船
が
多
-

f
種
の
風
食
な
な
し
て
ゐ
る
地
J

あ
る
が
'
作
付
段
別
･収
準
的
ほ
か-爪
炎
減
少
L
L/
.昭
利
元
坤
に
は
七
'･E

四
十
八
町
妙
へ
五
胡
九
千
耽
私
少
し
-
越
す
の
み
｡
研
和
部
は
風
食
炎

な
る
研
あ
れ
ど
J
茄
院
と
L
il
D

甲
'
佐

究

節

C

乙
'
鳥
榊
･北
山
;t以
降

C

新
川
非
糾
地
で
あ
っ
た
析
な
主
と
す
る
｡

･;
作
地
少
-
'
人
口
別
解

に
灘
糸
｡敬
称
｡石
鹸
｡改
姓

｡締
約
な
ど
の
工

場
多
-
､
又
､
究
池
の
便

利
な
地
で
あ
る
.
人
帖
の
加
速
も
抑
々
耕
し
-
､
鵜
に
E=露

わ
設
け
i1

丙
､
仕
出

巾
.F･遣

ch

洪
城
下

町
｡
煤
柄
の
中
心
地
で
あ
る
O

蝕
練
物
は
少
-
t
fS
公
地
瓢

か
な
し
て
ゐ
ろ
O

T
t
多

良

北

院

C

多
良
柄
火
川
棚
肘
か
ら
輔
即
･武
郷
に
玉
る
地
隅
で
あ
る
｡
城
野
･武

雄
は
.:i
奴
地
で
'
多
良
渦
火
山
相
即
と
は
肌
放
形
態
り
耽
[な
る
所
が
み

ち
-
'
今
L
隼
h

-

別
院
か
設
け
な
か
っ
た

O

火
山
槻
野
川
耕
地
弼
杓

挟
-
'
小
作
地
の
制
令

人
手
-
水
利
不
雌
に
し

作

到
帖

の

仙

川

て
放
鞍
牧
牛
地
院
も
形
減
で
～.
a

駄
l
､
虚
栄
凱
恋
の
統
計
が
雄
表
さ
れ
た
ら
､
恐
ら
-
訂
正
せ
れ

ば
な
ら
ぬ
邸
功
が
あ
ら
う
｡

十

二

結

語

以
上
略
逃
し
た
朗
は
地
相
的
或
は
其
の
他
の
方
面
か

ら
考
察
し
て
'
幾
多
の
狼
謬
敏
昭
を
有
す
る
で
あ
ら
-

革
な
る
記
述
に
過
ぎ
な
い
鮒
も
多
い
｡
そ
は

一
つ
に
は

研
究
未
だ
楯
に
着
い
た

のみ
で
決
定
を
な
し
得
ざ
る
箇

僕
も
多

-'
叉
p
明
か

であ
つ
て
も
其
の
必
要
を
離
め

ざ
る
薗
修
も
あ
-
p
他
に
は
撒
水
の
断
定
を
温
雅
せ
し

め
ず
､
簡
略
に
結
論
に
連
す
る
様
に
せ
L
ひ
る
に
あ
っ

た
.
柑
又
､
地
排
撃
的
考
察
の
刑
の
中
に
止
め
て
､
素

-
に
結
論
の
混
乱
を
防
が
ん

ÎJ
思
っ
た
の
で
あ
る
.

次
に
参
考
文
献
の
主
髄
な
ら
の
み
あ
げ
<･o

l
t
佐
到
熔
統
計
譜

2
'
佐
到
暇
統
計
川
島

昭
和
払~
咋
敢
行

3
'
･;
作
と
小
作

人
弧
十
叫
六
月

A
It
祇
佐
製
綿
の
比
拭
土
地
制
は

5
'
人
目
企
柑
附
題

6
､
沖
縄
出
川
移
比
の
紳
所
地
和
琴
柄
考
察

他
州
聖
%
淋
川
合
二
三
丁鮎

宝

･;
(

七

佐
兜
螺
内
務

部

小
野
武
次

那
如

拙

I/f
比

芽
..7



地

球

7
.
我
が
枕
拭
地
に
沸
け
る
内
地
人
人
格
蝿

地
即
興
評
論

瓦
啓
二
紙

武
児

労
二

8
､
人
口
の
相
加
傘
と
約
力
指
数
に
就

い
t･J

地
別
邸
評
論

pq
懲
五
エ
ハ
批

石
川
.･a
次
郎

節
十
三
怨

節

丁
班

9
'
日
本
の
地
規
院

10
､
日
本
の
無
鞘
院

iJ静

六

八

地
相
串
評
論

三
塔

1
敬

川
中

称
耐

地
相
教
育

十
怨
凹
二
八
兆

第

ij
徳
次
郎

伊

太

利

と
こ

ろ

ぐ
-

門
フ
ァ
シ
ス
ト
の
生
立
山

人
間
配
骨
が
流
動
性
で
あ

る
こ
亡
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
流
動
哲
撃
を
研
究
し
な
-
て

も
有
人
政
令
人

は
日
常
軽
廟
す
る
虞
で
あ
る
｡
流
動
し

て
止
ま
な
い
の
が
人
間
乱
骨
の
常
態
で
あ
り
人
間
批
骨

の
諸
相
及
び
諸
現
象
は
海
洋
の
波
漆
を
も
っ
て
象
徴
す

る
こ
.fJ
が
出
凍
る
｡

1
渡
消
え
て
は
ま
た

'1
波
鎮
ま
る

政
治
界
鍵
酒
界
及
び
瓜
想
界
の
何
れ
を
問
は
す
政
令
の

諸
相
は
波
澗
韮
趣
の
安
を
.,･J
つ
て
常
に
動
い
て
居
る
｡

動
-
盛
に
力
が
潜
み
激
す
る
鷹
に
カ
が
顕
は
れ
る
｡
波

潤
は
常
に
平
衡
に
躍
ら
ん
'J
L
平
衡
は
常
に
披
潤
を
革

む
｡
激
烈
凄
惨
な
る
衝
突
反
撃
は
相
反
す
る
等
債
力
の

瀧

ノ

洩

?

衝
突
接
禍
に
他
L･1
ら
な
い
の
で
あ
る
｡
斯
-
し
て
現
は

る
る
結
果
は
意
外
の
如
-
に
し
て
意
外
で
は
な
い
｡
吾

人
に
kJ
つ
て
過
去
の
事
象
よ
-
結
論
す
る
こ
だ
が
容
易

i.b
る
も
宋
嫌
の
事
件
を
卜
占
す
る
こ
ど
の
国
難
が
あ
る

人
心
は
藩
政
骨
の
静
穏
無
事
を
飽
-
の
で
あ
る
が
'
小

波
潤
が
絶
え
ず
且
つ
長
年
月
に
亘
っ
て
連
番
す
る
時
に

も
亦
鞄
を
覚
え
る
｡
さ
rD
ご
て
大
波
漆
の
連
縛
す
る
時

に
も
亦
馳
-
｡
必
蒐
す
る
に
通
産
適
時
の
披
潤
さ

へ
あ

ら
は
よ
い
の
で
あ
る
だ
し
か
云
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
が

祉
骨
の
現
寛
刑
に
封
し
て
は
斯
る
抽
象
言
は
何
等
の
債

値
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
｡
ま
た
政
令
の
大
波
漆
は
破


